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§１．研究成果の概要 

本研究では、量子的性質を持つナノマテリアルを用いて、界面の状態を計測しさらには制御す

る、新たな手法を開発する。これにより、生化学的界面に高感度かつリアルタイムにアクセスする汎

用的な方法を確立するとともに、界面を新たな極微小の反応場として提示する。 

 本年度は、昨年度に引き続き、研究基盤となるデバイス構造・プロセス等の検討を進めた。併せ

て、デバイスの高集積化・計測の並列化にキャッチアップするべく電気計測以外の評価の高効率

化も進めた。さらに、規格化したデバイスアレイのリアルタイム電流計測に基づいて、表面に分子を

固定したグラフェンの計測を種々の環境下で行い、液中原子間力顕微鏡観察によるナノメートルス

ケールでの表面形状・形態と、グラフェンデバイスの電気的特性が、良好に相関していることを見

出した。そして、そのような複数の評価軸で多面的に把握された界面において、界面特異的な生

化学反応挙動を実時間計測した。グラフェン研究の成果については、電波新聞における報道や大

阪大学賞受賞などの形で評価を頂いた。 
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